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ぐ
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︵
劉
︶

一
、
は
じ
め
に

中
世
の
五
山
文
学
盛
ん
な
り
し
頃
、
宋
末
・
魏
慶
之
の
﹃
詩
人
玉
屑
﹄
と
撰
者

未
詳
、
元
代
成
書
の
﹃
詩
法
源
流
﹄
が
五
山
版
に
翻
刻
さ
れ
た
こ
と
か
ら
知
ら
れ

る
よ
う
に
、
中
国
宋
元
の
詩
論
は
五
山
僧
の
間
で
作
詩
の
教
本
と
し
て
す
で
に
確

た
る
地
位
を
築
い
て
い
た
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
漢
詩
創
作
の
担
い
手
に
大
き

な
変
化
が
生
ま
れ
た
う
え
に
、
商
業
出
版
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
関
係
で
、
室
町

時
代
と
は
相
異
な
る
新
た
な
詩
学
関
連
の
書
籍
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

新
興
の
板
元
た
ち
は
、
ま
ず
は
舶
来
さ
れ
た
唐
本
と
朝
鮮
本
の
和
刻
を
中
心
に
詩

学
書
を
出
版
し
始
め
る
が
、
寛
文
年
間
︵
一
六
六
一
～
一
六
七
二
︶
に
な
る
と
、

日
本
人
の
手
に
な
る
出
自
未
詳
の
詩
作
法
書
二
種
が
出
版
さ
れ
る
。
寛
文
九
年

︵
一
六
六
九
︶
刊
﹃
詩
学
草
集
﹄
と
寛
文
年
間
刊

1

﹃
童
蒙
詩
式
﹄
が
そ
れ
で
あ
る
。

両
書
は
と
も
に
漢
文
を
用
い
て
詩
の
基
本
的
な
作
法
を
説
明
し
平
仄
図
を
記

載
す
る
一
冊
本
で
、
明
ら
か
に
初
学
者
向
け
に
詩
の
作
法
を
説
明
し
た
も
の
で

あ
る
。

上
野
洋
三
氏
は
、
江
戸
初
期
の
漢
詩
作
法
書
を
網
羅
的
に
調
査
し
、
そ
の
統
計

結
果
に
基
づ
き
、
寛
文
以
前
の
漢
詩
作
法
書
は
極
め
て
乏
し
く
、
延
宝
後
半
に

至
っ
て
急
増
す
る
、
と
い
う
傾
向
を
指
摘
し
て
い
る
。﹃
詩
学
草
集
﹄
に
つ
い
て

も
、﹁
多
少
心
得
の
あ
る
人
の
反
省
材
料
の
ご
と
き
も
の
﹂

2

と
推
断
し
て
い
る
が
、

根
拠
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
な
お
検
討
の
余
地
を
残
し
て

い
る
。

伊
藤
善
隆
氏
は
、﹃
童
蒙
詩
式
﹄
本
文
の
分
析
と
書
誌
学
的
考
察
を
行
い
、
こ

の
書
が
明
・
梁
橋
の
﹃
氷
川
詩
式
﹄
と
明
・
徐
師
曽
﹃
詩
体
明
辨
﹄
の
焼
き
直
し

で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る

3

が
、
本
書
の
撰
者
﹁
春
洞
﹂
に
つ
い
て
は
未
詳
と
し
、

内
容
の
特
質
に
つ
い
て
も
な
お
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

近
世
漢
詩
作
法
書
の
先
頭
に
立
つ
﹃
詩
学
草
集
﹄
と
﹃
童
蒙
詩
式
﹄
二
書
は
、

利
用
者
の
立
場
に
立
つ
と
、
後
に
続
く
類
似
書
と
比
べ
、
様
々
な
点
で
未
成
熟
で

不
徹
底
な
点
が
目
立
つ
が
、
そ
れ
ら
の
欠
点
を
も
含
め
、
寛
文
期
の
漢
詩
創
作
に

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　
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二
八

江
戸
初
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の
漢
詩
作
法
書
と
詩
学
を
め
ぐ
っ
て
︵
劉
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お
け
る
参
考
書
類
の
資
料
環
境
を
窺
い
知
る
恰
好
の
資
料
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は

な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
二
書
を
対
象
と
し
て
形
式
・
内
容
上
の
特
質
を
抽

出
し
、
そ
の
文
学
史
的
な
背
景
と
時
代
的
特
徴
に
つ
い
て
、
分
析
を
試
み
た
い
。

二
、『
詩
学
草
集
』
考

﹃
詩
学
草
集
﹄︵
以
下
、﹃
草
集
﹄
と
略
称
︶
に
は
、﹁
松
井
七
良
右
衛
門
﹂
と
﹁
前

川
勘
右
衛
門
﹂
と
記
さ
れ
た
二
種
の
刊
記
︵
板
元
名
︶
の
あ
る
こ
と
が
す
で
に
知

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
除
く
全
て
が
同
板
で
あ
る
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
図
書

館
蔵
の
松
井
七
良
右
衛
門
本
と
、
堀
川
貴
司
氏
蔵
の
前
川
勘
右
衛
門
本
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
前
者
の
刊
記
は
書
体
に
統
一
感
が
あ
る
が
、
後
者
の
刊
記
は
﹁
前
川

勘
﹂
の
三
字
と
﹁
右
衛
門
﹂
三
字
の
書
体
が
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

﹁
前
川
勘
右
﹂
四
字
と
﹁
衛
門
板
開
﹂
の
墨
付
き
の
具
合
も
違
う
こ
と
か
ら
、
松

井
七
良
右
衛
門
が
開
板
し
、
前
川
勘
右
衛
門
が
版
木
を
受
け
継
ぎ
板
元
名
を
改
め

た
う
え
で
増
刷
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

版
本
の
書
誌
デ
ー
タ
を
記
せ
ば
、
縦
長
の
半
紙
本
一
冊
︵
前
川
本
は

2 

6
・
5 

cm
×
1 

5
・
5 

cm
、
松
井
本
は
2 

6 

cm
×
1 

5
・
5 

cm
︶、
朝
鮮
綴
。

十
九
丁
︵
第
十
一
丁
は
飛
び
丁
で
﹁
十
一
ノ
十
二
﹂
と
な
る
︶。
半
葉
六
行
十
三

字
、
四
周
単
辺
無
界
、
白
口
四
黒
魚
尾
︵
上
下
二
は
花
魚
尾
︶、
板
心
の
上
に
﹁
詩

学
﹂
と
題
し
、
下
に
丁
数
を
記
す
。
編
著
者
名
が
記
さ
れ
ず
、
序
の
落
款
に
は
﹁
酉

飛
華
書
﹂
と
あ
る
。
刊
記
に
は
﹁
寛
文
巳マ
マ

酉
暦
三
月
吉
日
﹂
と
あ
る
の
で
、
序
の

﹁
酉
飛
華
﹂
は
寛
文
己
酉
九
年
︵
一
六
六
九
︶、
桜
が
散
り
始
め
る
桜
端
の
候
を
表

す
雅
語
で
あ
ろ
う
。

（
１
）『
作
文
大
体
』
の
利
用

今
回
の
調
査
に
よ
り
、﹃
草
集
﹄
の
本
文
が
、
平
安
中
期
か
ら
伝
承
さ
れ
た
詩

学
書
﹃
作
文
大
体
﹄︵
以
下
、﹃
大
体
﹄
と
略
称
︶
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。
ま
ず
両
者
の
序
︵
前
半
︶
の
表
現
が
酷
似
し
て
い
る
。

○ ﹃
草
集
﹄
序
⋮
⋮
夫
学
問
之
道
者
、
学
詩
学
文
以
為
先
。
若
徒
誦
書
而
不
学

詩
賦
、
則
更
費
言
語
、
何
有
益
矣
。
参
詩
如
参
禅
、
誠
吟
風
月
、
味
其
理
、

則
莫
不
同
禅
。

夫
れ
学
問
の
道
、
詩
を
学
び
文
を
学
ぶ
を
以
て
先
と
為
す
。
若
し
徒
だ

書
を
誦
す
る
の
み
に
し
て
詩
賦
を
学
ば
ざ
れ
ば
、
則
ち
更
に
言
語
を
費
や

す
も
何
ぞ
益
有
ら
ん
や
。
詩
に
参
ず
る
は
禅
に
参
ず
る
が
如
く
、
誠
に
風

月
を
吟
じ
、
其
の
理
を
味
は
ふ
は
、
則
ち
禅
に
同
じ
か
ら
ざ
る
は
莫
し

○ ﹃
大
体
﹄
序
︵
大
江
朝
綱
︶

4

⋮
⋮
夫
学
問
之
道
、
作
文
爲
先
。
若
只
誦
経
書

不
習
詩
賦
、
則
所
謂
書
厨
子
、
而
如
無
益
矣
。
辨
四
声
、
詳
其
義
、
嘲
風
月
、

味
其
理
、
莫
不
起
自
此
焉
。

夫
れ
学
問
の
道
、
作
文
を
先
と
為
す
。
若
し
只
だ
経
書
を
誦
す
る
の
み

に
し
て
詩
賦
を
習
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
い
は
ゆ
る
書
厨
子
な
り
て
益
無
き
が

如
し
。
四
声
を
弁
じ
、
其
の
義
を
詳
ら
か
に
し
、
風
月
を
嘲
り
、
其
の
理

を
味
は
ふ
は
、
此
よ
り
起
ら
ざ
る
は
莫
し
︵﹃
群
書
類
従
﹄
本
﹃
大
体
﹄

5

序
︶

両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、﹃
草
集
﹄
の
序
で
は
﹃
大
体
﹄
の
序
文
に
あ
る
﹁
作

文
﹂
を
﹁
学
詩
学
文
﹂
に
作
り
、﹁
所
謂
書
厨
子
﹂
を
﹁
更
費
言
語
﹂
に
作
り
、

﹁
辨
四
声
、
詳
其
義
﹂
を
﹁
参
詩
如
二
参
禅
一
﹂
に
作
る
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
他

の
異
同
は
い
ず
れ
も
微
細
な
範
囲
に
止
ま
り
、
文
の
構
成
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
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九

江
戸
初
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の
漢
詩
作
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書
と
詩
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ぐ
っ
て
︵
劉
︶

よ
っ
て
、﹃
草
集
﹄
の
序
文
︵
前
半
︶
が
﹃
大
体
﹄
の
序
を
構
成
も
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
に
踏
襲
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

﹃
大
体
﹄
は
平
安
中
期
に
成
立
し
た
作
詩
の
入
門
書
で
あ
り
、
伝
本
の
系
統
に

関
し
て
は
、
小
沢
正
夫
氏
﹁﹃
作
文
大
体
﹄
の
基
礎
的
研
究
﹂
に
よ
っ
て
多
く
が

解
明
さ
れ
て
い
る
。
小
沢
氏
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
最
初
、
貴
族
の
間
に
伝
抄
さ
れ

て
流
布
し
た
が
、
漸
次
僧
侶
の
間
に
も
浸
透
し
、
室
町
末
期
頃
ま
で
に
増
補
改
編

が
何
回
も
繰
り
返
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
少
な
く
と
も
三
種
類
の
版
本
が

存
在
し
た
、
と
い
う

6

。

﹃
草
集
﹄
各
章
の
配
列
を
﹃
大
体
﹄
と
比
較
し
て
み
る
と
、
全
体
的
に
前
者

が
後
者
を
踏
襲
し
た
と
言
え
る
。﹃
草
集
﹄
の
本
文
に
は
、﹃
大
体
﹄
の
﹁
文
章

有
二
十
二
対
一
﹂
と
﹁
字
対
体
﹂
の
二
章
が
、
そ
れ
ぞ
れ
﹁
対
之
事
﹂
と
﹁
対
句

仕
様
之
事
﹂
の
項
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
小
沢
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
章
が
と

も
に
収
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、﹃
大
体
﹄
各
伝
本
の
中
、
わ
ず
か
に
群
書
類
従
本

系
統

7

下
の
諸
本
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
。
よ
っ
て
、﹃
草
集
﹄
は
、
群
書
類
従
本

系
統
の
﹃
大
体
﹄
を
底
本
に
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
し
、﹃
草
集
﹄
は
﹃
大
体
﹄
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
原
文
を
改
編
し
て
解
説
を
加
え
る
体
裁
を
採
っ
て
い
る
。
以
下
、﹃
草

集
﹄
各
章
の
﹃
大
体
﹄
引
用
箇
所
と
そ
の
改
編
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

序　

前
半
は
前
述
の
通
り
﹃
大
体
﹄
の
大
江
朝
綱
序
の
前
半
を
下
敷
き
に
し
、

一
部
文
言
を
改
め
て
い
る
。
後
半
は
唐
詩
の
略
史
を
記
す
が
、
そ
の
内
容
は
﹃
唐

詩
訓
解
﹄
か
ら
借
用
す
る
︵
後
述
︶。

①
按
題
之
事　
﹃
大
体
﹄﹁
第
一
按
題
﹂
の
﹁
経
籍
﹂
を
﹁
釈
経
﹂
に
改
め
、﹁
双

関
題
﹂
の
内
容
を
削
り
、﹃
三
体
詩
﹄
の
﹁
四
実
四
虚
﹂
論
を
援
用
し
て
﹃
作
文

大
体
﹄
の
﹁
虚
実
﹂
を
解
説
す
る
。

②
五
言
之
事
・
③
七
言
之
事　
﹃
大
体
﹄﹁
第
二
五
言
詩
﹂・﹁
第
三
七
言
詩
﹂

に
載
せ
ら
れ
る
﹃
天
宝
集
﹄﹃
白
氏
文
集
﹄
の
例
句
を
削
除
し
、﹁
二
四
不
同

二
九
・
六
対
避
下
三
連
﹂
と
い
う
作
詩
規
則
の
口
訣
の
意
味
を
詳
細
に
解
説
す

る
。
ま
た
一
聯
の
上
句
下
句
を
そ
れ
ぞ
れ
﹁
発
句
﹂﹁
対
句
﹂
と
称
す
る
。

④
四
句
之
事　
﹃
大
体
﹄﹁
第
四
句
名
﹂
の
﹁
発
句
﹂﹁
胸
句
﹂﹁
腰
句
﹂﹁
落
句
﹂

と
い
う
句
名
を
解
説
し
、
元
代
詩
法
の
﹁
起
承
転
合
﹂
と
結
び
付
け
て
い
る
。
し

か
し
、﹃
大
体
﹄
の
こ
の
節
で
は
、
一
句
が
律
詩
の
一
韻
で
あ
る
と
明
言
し
、
後

半
で
は
絶
句
を
定
義
し
て
﹁
只
有
首
尾
二
韻
謂
之
一
絶
︵
只
だ
首
尾
の
二
韻
の
み

﹃
詩
学
草
集
﹄

﹃
作
文
大
体
﹄

序

大
江
朝
綱
序

① 

按
題
之
事

第
一
按
題

② 

五
言
之
事

第
二
五
言
詩

③ 

七
言
之
事

第
三
七
言
詩

④ 

四
句
之
事

第
四
句
名

⑤ 

句
法
之
事

⑥ 

詩
格
誌
大
体
事

⑦ 

対
之
事

文
章
有
十
二
対

⑧ 

調
声
之
事

第
七
調
声
・
第
八
翻
音

⑨ 

対
句
仕
様
之
事

字
対
体

⑩ 

調
声
図
之
事

第
七
調
声
﹁
略
頌
﹂
？
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有
れ
ば
之
を
一
絶
と
謂
ふ
︶﹂
と
説
い
て
い
る
。﹃
草
集
﹄
で
は
、
こ
の
後
半
部
分

を
削
り
、
律
詩
の
一
韻
と
絶
句
の
一
句
を
区
別
し
な
い
。

⑤
⑥
は
﹃
大
体
﹄
に
該
当
す
る
部
分
が
存
在
し
な
い
の
で
、
詳
細
は
後
述
す
る
。

⑦
対
之
事　
﹃
大
体
﹄﹁
文
章
有
二
十
二
対
一
﹂
の
﹁
色
対
﹂﹁
物
対
﹂﹁
同
対
﹂﹁
異

対
﹂﹁
数
対
﹂﹁
畳
対
﹂﹁
聯
綿
対
﹂
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
原
文
通
り
に
全
部
も
し

く
は
一
部
を
引
用
す
る
。
た
だ
し
、﹁
正
対
﹂﹁
音
対
﹂﹁
傍
対
﹂﹁
義
対
﹂﹁
双
対
﹂

に
つ
い
て
は
、﹃
大
体
﹄
の
原
文
か
ら
離
れ
、
独
自
の
解
説
を
加
え
て
い
る
。

例
え
ば
、﹁
音
対
﹂
に
つ
い
て
は
、﹃
大
体
﹄
で
は
﹁
一
二
三
対
先
専
朽
。
謂
先

字
千
音
也
。
専
字
又
千
音
也
。
朽
亦
九
声
也
︵
一
二
三　

先
専
朽
に
対
す
。
先
の

字　

千
の
音
を
謂
ふ
な
り
。
専
の
字
も
又
た
千
の
音
な
り
。
朽
も
亦
た
九
の
声
な

り
︶﹂
と
説
く
。
ま
ず
﹁
一
﹂
と
﹁
千
﹂、﹁
二
﹂
と
﹁
千
﹂、﹁
三
﹂
と
﹁
九
﹂
は
、﹁
十
二

対
﹂
の
中
の
﹁
数
対
﹂
に
相
当
す
る
。
一
方
、﹁
先
﹂
と
﹁
千
﹂、﹁
専
﹂
と
﹁
千
﹂、

﹁
朽
﹂
と
﹁
九
﹂
は
字
音
が
近
似
し
て
い
る
の
で
関
連
性
を
持
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、﹁
千
﹂
の
字
音
に
近
い
﹁
先
﹂、
同
じ
く
﹁
千
﹂
の
字
音
に
近
い
﹁
専
﹂、

さ
ら
に
は
﹁
九
﹂
の
字
音
に
近
い
﹁
朽
﹂
は
、
そ
れ
ぞ
れ
﹁
一
﹂・﹁
二
﹂・﹁
三
﹂

と
間
接
的
に
対
と
な
る
こ
と
を
﹁
音
対
﹂
と
見
な
し
説
明
し
て
い
る
。

し
か
し
﹃
草
集
﹄
で
は
、﹁
音
対
者
同
音
字
対
也
、
千
専
悉
七
如
︵
音
対
と
は

同
じ
音
の
字
を
対
す
る
な
り
、
千
と
専
、
悉
と
七
の
如
し
︶﹂
と
説
明
し
、
こ
の

音
対
を
た
だ
字
音
が
近
い
字
が
対
に
な
る
こ
と
と
誤
ま
っ
て
理
解
し
、﹁
千
﹂
と

﹁
専
﹂、﹁
悉
﹂
と
﹁
七
﹂
を
音
対
の
例
と
説
明
す
る
。

こ
の
他
、﹁
傍
対
﹂﹁
正
対
﹂﹁
義
対
﹂﹁
双
対
﹂
の
解
説
に
も
、
両
書
の
間
に
異

同
が
認
め
ら
れ
る
。

⑧
調
声
之
事　

前
半
で
は
、﹃
大
体
﹄﹁
第
七
調
声
﹂
の
﹁
凡
調
声
者
能
調
平
他

声
之
義
也
︵
凡
そ
調
声
と
は
能
く
平
他
︹
平
仄
の
こ
と
︺
の
声
を
調
ふ
る
の
義
な

り
︶﹂
を
引
用
︵
た
だ
し
文
言
は
少
し
改
め
て
い
る
︶
し
、﹁
韻
字
連
也
﹂
を
加
え

て
、
韻
字
を
置
く
位
置
を
説
明
す
る
。
さ
ら
に
﹃
大
体
﹄
に
載
せ
る
八
種
の
平
仄

﹁
略
頌
﹂
を
削
っ
た
後
、﹁
八
病
﹂、﹁
六
義
﹂、﹁
二
四
不
同
二
六
対
﹂、﹁
平
他
の
字

音
﹂
等
々
多
く
の
事
項
に
触
れ
て
は
い
る
が
、
丁
寧
な
説
明
は
加
え
ら
れ
て
い
な

い
。
後
半
で
は
、﹃
大
体
﹄﹁
第
八
翻
音
﹂
の
﹁
凡
文
字
必
有
反
音
。
反
音
必
有
二
字
。

故
略
頌
云
、
平
上
去
入
依
下
字
、
軽
重
清
濁
依
上
字
︵
凡
そ
文
字
必
ず
反
音
有
り
。

反
音
必
ず
二
字
有
り
。
故
に
略
頌
云
は
く
、
平
上
去
入　

下
字
に
依
る
。
軽
重
清

濁　

上
字
に
依
る
、
と
︶﹂
を
引
用
す
る
が
、
文
言
を
少
し
改
変
し
て
い
る
。

⑨
対
句
仕
様
之
事　
﹃
大
体
﹄﹁
字
対
体
﹂
の
五
言
対
句
十
五
例
か
ら
、
五
つ
の

例
の
み
を
抜
粋
し
て
い
る
。

⑩
調
声
図
之
事　

○
●
で
表
記
す
る
詩
の
平
仄
図
で
あ
る
。
た
だ
し
、﹃
大
体
﹄

﹁
第
七
調
声
﹂
に
あ
る
八
種
の
平
仄
﹁
略
頌
﹂
を
再
編
し
て
○
●
に
改
め
た
も
の

な
の
か
、
あ
る
い
は
別
の
由
来
を
持
つ
も
の
な
の
か
は
特
定
し
難
い
。

こ
の
よ
う
に
、﹃
草
集
﹄
は
﹃
大
体
﹄
を
下
敷
き
に
し
た
解
説
書
と
い
う
性
格

を
帯
び
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
⑤
句
法
之
事
と
⑥
詩
格
誌
大
体
事
、
さ
ら
に
は

序
の
後
半
部
分
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
﹃
大
体
﹄
に
は
含
ま
れ
な
い
文
が
挿
入
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
、
そ
れ
ら
の
出
典
を
検
討
し
て
、
本
書
の
性
質
を
説
明

す
る
。
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（
２
）『
唐
詩
訓
解
』
の
利
用

﹃
草
集
﹄
の
序
文
は
、
前
述
の
﹃
大
体
﹄
の
序
を
下
敷
き
に
し
た
部
分
の
後

に
、﹁
高
廷
礼
曰
詩
自
三
百
篇
以
降
︵
高
廷
礼　
曰
く
、
詩
は
三
百
篇
よ
り
以

降
︶
⋮
⋮
﹂
と
い
う
内
容
を
加
え
て
い
る
。﹁
廷
礼
﹂
と
は
﹃
唐
詩
品
彙
﹄
の
作
者
、

明
初
の
高
棅
︵
一
三
五
○
～
一
四
二
三
︶
の
字
で
あ
る
。

﹃
唐
詩
品
彙
﹄
を
閲
す
る
と
、﹃
草
集
﹄
の
﹁
詩
自
三
百
篇
以
降
⋮
⋮
故
其
所
作

亦
異
︵
詩
は
三
百
篇
よ
り
以
降
⋮
⋮
故
に
其
の
作
る
と
こ
ろ
も
ま
た
異
な
る
︶﹂

と
い
う
文
言
は
、
本
書
の
王
偁
の
序
の
中
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
、﹁
略
而
言
之
、

則
有
初
唐
晩
唐
中
唐
之
不
同
⋮
⋮
此
中
唐
之
再
盛
也
︵
略
し
て
之
を
言
は
ば
、
則

ち
初
唐
晩
唐
中
唐
の
不
同
有
り
︶﹂
は
、
高
棅
自
撰
の
﹁
総
叙
﹂
に
含
ま
れ
る
。﹃
草

集
﹄
序
文
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
言
の
一
部
分
を
改
変
し
て
引
用
し
て
い
る
。

﹃
唐
詩
品
彙
﹄
は
明
代
の
中
期
以
後
、
中
国
の
詩
壇
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
序
や
本
文
中
の
序
題
は
、
別
の
詩
学
書
に
伝
抄
・
再
録
さ
れ
る

こ
と
が
稀
で
は
な
か
っ
た
。
明
代
中
期
以
後
の
詩
学
関
連
書
を
調
べ
る
と
、﹃
草

集
﹄
と
全
く
同
じ
よ
う
に
、﹃
唐
詩
品
彙
﹄
両
序
の
一
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
引
用
す

る
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
が
明
後
期
の
万
暦
四
十
六
年
︵
一
六
一
八
︶

頃
に
成
立
し
た
唐
詩
選
集
﹃
唐
詩
訓
解
﹄
で
あ
る
。

﹃
唐
詩
訓
解
﹄
首
巻
﹁
読
唐
詩
評
﹂
の
冒
頭
に
は
、﹁
高
廷
礼
曰
﹂
の
一
節
が
あ

り
、﹃
草
集
﹄
序
の
当
該
部
分
は
そ
の
前
半
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
意

す
べ
き
は
、﹃
草
集
﹄
序
の
﹁
詳
而
分
レ
之
﹂、﹁
神
竜
以
還
﹂、﹁
開
元
天
宝
間
﹂、﹁
大

暦
貞
元
中
﹂
と
い
う
四
箇
所
の
前
に
、
各
々
一
字
分
の
空
格
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
空
格
は
﹃
唐
詩
品
彙
﹄
諸
本
に
は
存
在
し
な
い
が
、﹃
唐
詩
訓
解
﹄
に
は
同

じ
箇
所
に
や
は
り
一
字
分
の
空
格
が
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、﹃
草
集
﹄
は
﹃
唐
詩

品
彙
﹄
を
直
接
引
用
し
た
わ
け
で
は
な
く
、﹃
唐
詩
訓
解
﹄
の
引
用
を
書
式
も
そ

の
ま
ま
に
利
用
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

有
木
大
輔
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
通
り
、﹃
唐
詩
訓
解
﹄
は
、
明
の
建
陽

書
商
、
余
応
孔
が
蒋
一
葵
箋
釈
本
﹃
唐
詩
選
﹄
と
唐
汝
詢
﹃
唐
詩
解
﹄
を
改
編
し

て
李
攀
竜
・
袁
宏
道
の
撰
に
仮
託
し
、
明
の
万
暦
四
十
六
年
︵
一
六
一
八
︶
に
刊

行
し
た
坊
刻
本
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
ま
ず
先
に
﹃
唐
詩
選
﹄
が
あ
っ
て

初
め
て
成
立
し
得
た
書
で
あ
る
が
、
日
本
へ
の
舶
来
は
﹃
唐
詩
選
﹄
よ
り
も
む
し

ろ
早
か
っ
た

8

。
本
書
は
最
初
、
田
原
仁
左
衛
門
と
い
う
京
都
の
板
元
に
よ
っ
て
和

刻
さ
れ
た
が
、
和
刻
本
の
末
尾
に
万
暦
本
の
蓮
牌
木
記
の
模
刻
だ
け
が
見
ら
れ
る

の
み
で
、
和
刻
の
正
確
な
刊
期
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
劉
芳
亮
氏
の
指
摘
し

た
よ
う
に
、
万
治
二
年
︵
一
六
五
九
︶
写
の
新
刊
書
目
録
﹃
新
板
書
籍
目
録
﹄
に

は
、﹃
唐
詩
訓
解
﹄
が
す
で
に
著
録
さ
れ
て
い
る

9

の
で
、
そ
の
和
刻
も
万
治
二
年

以
前
の
こ
と
で
あ
る

0

。﹃
草
集
﹄
が
和
刻
の
﹃
唐
詩
訓
解
﹄
を
活
用
し
た
と
す
れ
ば
、

本
文
の
成
立
も
万
治
・
寛
文
期
の
前
後
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）『
木
天
禁
語
』
の
利
用

⑥﹁
詩
格
誌
大
体
事
﹂
で
は
、﹃
大
体
﹄
に
は
含
ま
れ
な
い
﹁
一
句
問
答
之
格
﹂

﹁
一
句
対
之
格
﹂﹁
上
三
下
三
之
格
﹂﹁
上
応
下
呼
﹂﹁
上
呼
下
応
﹂﹁
理
順
言
倒
体
﹂

﹁
直
書
之
格
・
一
意
格
﹂﹁
上
四
下
三
之
体
﹂
の
格
目
八
つ
が
列
挙
さ
れ
、
例
句
を

挙
げ
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
右
に
列
挙
し
た
各
格
目
の
起
源
は
元
代
の
詩
法
書
、
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旧
題
范
徳
機
の
撰
﹃
木
天
禁
語
﹄
の
﹁
句
法
﹂
の
一
節
で
あ
る
。
張
健
氏
の
指
摘

し
た
よ
う
に
、﹃
木
天
禁
語
﹄
に
は
、
史
潜
本
・
懐
悦
本
・
楊
成
本
と
い
う
三
つ

の
本
文
系
統
が
あ
る

!

。
そ
の
中
に
は
、
明
の
成
化
十
六
年
︵
一
四
八
〇
︶
に
揚
州

知
府
楊
成
が
刊
行
し
た
﹃
詩
法
﹄
に
は
、
前
の
両
系
統
と
異
な
る
﹃
木
天
禁
語
﹄

﹁
句
法
﹂
の
本
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
各
系
統
の
﹃
木
天
禁
語
﹄
の
当

該
部
分
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
史
潜
本

@

と
懐
悦
本
系
統

#

に
あ
る
﹁
上
三
下
四
﹂
の

格
目
が
楊
成
本
﹃
詩
法
﹄

$
で
は
﹁
上
三
下
三
﹂
に
作
り
、
懐
悦
本
の
﹁
語
倒
理
順
／

又
名
険
句
﹂
は
、
史
潜
本
と
楊
成
本
で
は
﹁
言
倒
理
順
﹂
に
作
る
。﹃
草
集
﹄﹁
詩

格
誌
大
体
事
﹂
の
﹁
上
三
下
三
﹂
と
﹁
理
順
言
倒
﹂
の
格
目
標
記
は
、
楊
成
本
系

統
に
最
も
近
い
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
し
、
楊
成
本
系
統
の
﹃
木
天
禁
語
﹄
本
文
は
、﹃
草
集
﹄
の
成
書
以
前
に
、

す
で
に
日
本
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
形
跡
も
残
っ
て
い
る
。
臨
済
僧
大
顛
梵
通
所

著
、
寛
文
六
年
︵
一
六
六
六
︶
刊
﹃
四
六
文
章
図
﹄

%

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、

主
と
し
て
駢
体
の
文
章
作
法
を
記
す
五
巻
の
書
物
で
あ
る
が
、
巻
四
は
詩
の
作
法

を
解
説
し
、
そ
の
﹁
一
句
中
十
体
﹂
の
項
に
、﹁
一
句
問
答
体
﹂﹁
一
句
対
体
﹂﹁
上

三
下
三
体
﹂﹁
上
応
下
呼
体
﹂﹁
上
四
下
三
体
﹂﹁
上
呼
下
応
体
﹂﹁
行
雲
流
水
体
﹂

﹁
錯
総
体
﹂﹁
理
順
言
倒
体
﹂﹁
直
書
体
﹂
と
い
う
格
目
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
標
記
そ
れ
自
体
も
楊
成
本
系
統
の
﹃
木
天
禁
語
﹄
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
第
九
の
﹁
理
順
言
倒
体
﹂
と
い
う
標
記
と
、
史
潜
本
・
楊
成
本
﹃
木
天
禁

語
﹄
の
﹁
言
倒
理
順
﹂
と
は
、
語
順
が
逆
に
な
る
。
し
か
し
、﹃
草
集
﹄
は
﹃
四
六

文
章
図
﹄
の
標
記
と
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、﹃
四
六
文
章
図
﹄
も
楊
成

本
系
統
の
﹃
木
天
禁
語
﹄
を
用
い
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、﹃
草
集
﹄

の
﹁
詩
格
誌
大
体
事
﹂
は
異
文
を
持
つ
﹃
四
六
文
章
図
﹄
の
本
文
に
最
も
近
い
。

ま
た
、
伝
策
彦
周
良
撰
﹃
詩
聯
諺
解
﹄

^

に
も
、﹁
詩
ノ
一
句
ニ
十
体
ア
リ
﹂
と

い
う
一
節
が
あ
り
、﹁
問
答
体
﹂﹁
双
対
体
﹂﹁
上
三
下
三
体
﹂﹁
上
応
下
呼
体
﹂﹁
上

四
下
三
体
﹂﹁
上
呼
下
応
体
﹂﹁
行
雲
流
水
体
﹂﹁
錯
総
体
﹂﹁
理
順
言
倒
体
﹂﹁
真

書
体
／
十
字
一
意
﹂
の
格
目
が
あ
り
、﹁
上
三
下
三
﹂
も
﹁
理
順
言
倒
﹂
も
、﹃
四
六

文
章
図
﹄
な
ら
び
に
﹃
草
集
﹄
と
同
一
の
標
記
で
あ
る
。

﹁
上
三
下
三
﹂
と
﹁
上
三
下
四
﹂
は
僅
か
に
一
字
の
違
い
に
過
ぎ
な
い
が
、﹃
詩

聯
諺
解
﹄
と
﹃
草
集
﹄
は
、﹃
木
天
禁
語
﹄
と
は
相
異
な
る
観
点
か
ら
こ
の
異
文

を
解
説
し
て
い
る
。﹃
詩
聯
諺
解
﹄
で
は
﹁
上
三
下
三
字
ヲ
云
テ
、
中
一
字
ヲ
虚

字
ト
ス
﹂
と
説
き
﹁
上
三
下
三
﹂
の
構
造
を
説
明
す
る
。
一
方
、﹃
草
集
﹄
で
は
﹁
上

三
下
三
体
者
、
七
言
上
三
字
下
三
字
中
、
一
字
虚
字
置
也
。
虚
字
者
、
物
体
不
成

字
也
。
詩
曰
、
一
片
西
兮
一
片
東
。
亦
月
泉
之
﹃
菩
提
樹
﹄
之
頌
云
、
思
其
人
也

愛
其
樹
︵
上
三
下
三
の
体
と
は
、
七
言
の
上
三
字
、
下
三
字
の
中
に
、
一
字
虚
字

を
置
く
な
り
。
虚
字
と
は
、
物
の
体
に
成
さ
ざ
る
字
な
り
。
詩
に
曰
く
、
一
片
は

西
に
し　

一
片
は
東
。
ま
た
月
泉
の
﹃
菩
提
樹
﹄
の
頌
云
、
其
の
人
を
思
ふ　

ま

た
其
の
樹
を
愛
す
︶﹂
と
説
き
、﹃
詩
聯
諺
解
﹄
と
同
じ
く
、
中
間
の
虚
字

4

4

一
字
で

上
下
の
各
三
字
を
繋
げ
る
句
構
成
を
指
す
と
説
明
し
て
い
る
。

一
方
、
史
潜
本
と
懐
悦
本
﹃
木
天
禁
語
﹄
の
﹁
上
三
下
四
﹂
条
で
は
、﹁
鳳
凰

楽
奏
鈞
天
曲　

烏
鵲
橋
通
織
女
河
︵
鳳
凰
の
楽
は
鈞
天
の
曲
を
奏
で
、
烏
鵲
の
橋

は
織
女
の
河
を
通
す
︶﹂
の
例
句
を
挙
げ
て
お
り
、﹃
木
天
禁
語
﹄
で
は
本
来
﹁
奏
﹂

と
﹁
通
﹂
と
い
う
実4

字4・

と
下
の
三
字
と
が
四
字
一
体
と
な
る
句
構
成
を
指
し
て
こ

う
称
し
、﹃
詩
聯
諺
解
﹄
な
ら
び
に
﹃
草
集
﹄
の
説
明
と
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
。



三
三

江
戸
初
期
の
漢
詩
作
法
書
と
詩
学
を
め
ぐ
っ
て
︵
劉
︶

﹁
上
三
下
三
﹂
の
異
文
が
生
じ
た
、
楊
成
本
系
統
の
﹃
木
天
禁
語
﹄
各
本
に
お

い
て
も
、
例
句
の
引
用
に
つ
い
て
は
別
系
統
の
各
本
と
同
一
で
あ
る
の
で
、
こ

の
異
同
は
、
基
づ
く
﹃
木
天
禁
語
﹄
の
系
統
の
相
違
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
﹃
詩
聯
諺
解
﹄
と
﹃
草
集
﹄
の
両
者
は
と
も
に
江
戸
初
期
以
前
に
成

立
し
た
日
本
独
自
の
解
釈
を
継
承
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。﹃
四
六
文
章
図
﹄
に
例
句
や
解
説
は
存
在
し
な
い
が
、
格
目
の
標
記
が
完

全
に
一
致
す
る
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
同
じ
﹃
木
天
禁
語
﹄
の
影
響
で
は
あ
っ

て
も
、﹃
詩
聯
諺
解
﹄
と
﹃
草
集
﹄
は
、
江
戸
初
期
に
明
の
詩
学
書
を
経
由
し
て

新
た
に
伝
え
ら
れ
た
﹃
木
天
禁
語
﹄
の
テ
キ
ス
ト
を
引
用
し
た
の
で
は
な
く
、
す

で
に
室
町
期
に
お
い
て
受
容
さ
れ
て
い
た
楊
成
本
﹃
木
天
禁
語
﹄
の
系
譜
と
そ
れ

に
対
す
る
日
本
独
自
の
解
説
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
も

し
、﹃
詩
聯
諺
解
﹄
が
奥
書
の
通
り
、
真
に
策
彦
周
良
の
撰

&

で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

そ
の
起
源
は
中
世
の
五
山
禅
林
に
ま
で
遡
る
。

（
４
）『
詩
学
草
集
』
の
仏
教
的
色
彩

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、﹃
草
集
﹄
は
江
戸
初
期
に
成
立
し
、
平
安
中
期
成
立

の
﹃
大
体
﹄
を
下
敷
き
に
し
つ
つ
、
そ
れ
に
明
代
の
詩
法
を
増
補
・
援
用
す
る
構

成
で
あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、﹃
草
集
﹄
に
は
も
う
一
つ
の
顕
著

な
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
全
体
的
に
仏
教
色
も
し
く
は
禅
林
の
影
響
が
見
て
と

れ
る
点
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、﹃
大
体
﹄
序
の
﹁
弁
四
声
、
嘲
其
義
︵
四
声
を
弁
じ
、

其
の
義
を
嘲
る
︶﹂
が
、﹃
草
集
﹄
で
は
﹁
参
詩
如
参
禅
︵
詩
に
参
ず
る　

禅
に
参

ず
る
が
如
し
︶﹂
に
改
変
さ
れ
た
ほ
か
、﹁
第
一
按
題
﹂
の
﹁
出
於
経
籍
奥
理
者
︵
経

籍
の
奥
理
よ
り
出
づ
る
者
︶﹂
は
、﹃
草
集
﹄
で
は
﹁
出
釈
経
之
奥
理
等
類
︵
釈
経

の
奥
理
を
出
づ
る
等
の
類
︶﹂
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、﹃
大
体
﹄
序
に

﹁
若
只
誦
経
書
、
不
習
詩
賦
、
則
謂
書
厨
子

*

︵
若
し
只
だ
経
書
を
誦
す
る
の
み
に

し
て
、
詩
賦
を
習
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
書
厨
子
と
謂
ふ
︶﹂
と
あ
る
の
に
対
し
、﹃
草

集
﹄
で
は
﹁
経
書
﹂
を
﹁
書
﹂
に
改
め
、﹁
若
徒
誦
書
、
而
不
学
詩
賦
、
則
更
費

言
語
︵
若
し
徒
だ
書
を
誦
す
る
の
み
に
し
て
、
詩
賦
を
学
ば
ざ
れ
ば
、
則
ち
更
に

言
語
を
費
や
す
︶﹂
と
書
き
改
め
て
い
る
。﹁
経
書
﹂
は
﹁
経
籍
﹂
に
同
じ
く
本
来

は
儒
家
の
経
典
類
を
指
す
。
原
序
は
、
詩
文
に
無
関
心
で
﹁
経
籍
﹂
ば
か
り
を
重

視
す
る
近
視
眼
的
学
問
姿
勢
を
戒
め
る
内
容
だ
が
、﹃
草
集
﹄
序
で
は
﹁
経
書
﹂

を
﹁
書
﹂
に
改
め
て
い
る
。
こ
の
改
変
は
お
そ
ら
く
意
図
的
な
も
の
で
、
仏
典
へ

の
軽
視
に
繋
が
る
と
読
み
取
れ
る
表
現
を
極
力
控
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。

さ
ら
に
は
、
五
山
禅
林
に
近
い
詩
学
的
観
点
も
多
い
。
①﹁
按
題
之
事
﹂
は
五

山
僧
が
広
く
依
拠
し
て
い
た
、
南
宋
・
周
弼
﹃
三
体
詩
﹄
の
﹁
四
実
四
虚
﹂
説
を

補
い
、
⑤﹁
句
法
之
事
﹂
は
同
じ
く
﹃
三
体
詩
﹄
序
の
﹁
至
唐
声
律
大
備
︵
唐
に

至
り
て
声
律
大
い
に
備
は
れ
り
︶﹂
を
引
用
す
る
。﹃
草
集
﹄
が
義
堂
周
信
を
日
本

に
お
け
る
杜
甫
祖
述
の
第
一
人
と
主
張
し
た
の
も
、
五
山
僧
の
立
場
と
同
じ
で
あ

る
。
⑥﹁
詩
格
誌
大
体
事
﹂
で
は
、﹃
木
天
禁
語
﹄
の
例
句
を
、﹃
三
体
詩
﹄
の
詩
、

五
山
の
万
里
集
九
﹁
臥
鴎
﹂
の
詩

(

と
月
泉
祥
洵
の
﹁
菩
提
樹
﹂
頌

)

に
取
り
換
え
て

い
る
。
さ
ら
に
、
⑤﹁
句
法
之
事
﹂
で
は
、﹁
意
到
﹂﹁
句
到
﹂﹁
語
路
﹂
な
ど
の

句
意
の
論
を
解
説
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
句
意
の
論
は
、
早
に
五
代
の
僧
神
彧
の
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﹃
詩
格
﹄
に
見
え

a

、﹃
五
灯
会
元
﹄
所
収
の
禅
偈
や
語
録
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る

b

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
掲
﹃
四
六
文
章
図
﹄
巻
四
﹁
作
句
六
法
﹂
に
も
、﹁
意
到
﹂

﹁
句
到
﹂﹁
句
到
意
到
﹂﹁
意
到
句
不
レ
到
﹂﹁
句
到
意
不
レ
到
﹂﹁
句
不
レ
到
意
不
レ
到
﹂

の
六
法
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
句
意
の
論
に
よ
っ
て
詩
を
品
評
す
る
方
法
は
、
お

そ
ら
く
五
山
禅
林
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

﹃
大
体
﹄
各
本
の
奥
書
に
よ
る
と
、
本
書
は
最
初
が
公
家
、
中
世
に
至
る
と
漸

次
真
言
宗
の
僧
の
間
で
伝
抄
さ
れ
た
。
神
宮
文
庫
蔵
明
徳
二
年
︵
一
三
九
一
︶
写

﹃
大
体
﹄
の
書
写
奥
書
に
﹁
明
徳
辛
未
仲
冬
念
七
日
、
於
二
接
陽
之
豊
島
郡
萱
埜

郷
如
意
谷
集
雲
禅
庵
一
而
重
写
焉
。
別
洲
叟
﹂

c

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
北
朝
時
代

に
大
阪
の
禅
庵
が
本
書
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
が
、﹃
大
体
﹄
が

五
山
禅
僧
の
作
詩
に
普
遍
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
未
だ
定

か
で
は
な
い
。
ま
た
、﹃
草
集
﹄
の
作
者
が
た
だ
ち
に
禅
林
と
深
い
関
わ
り
の
あ

る
人
物
で
あ
る
と
は
断
定
し
が
た
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
奥
書
は
、﹃
大
体
﹄

と
禅
林
の
間
に
確
か
に
接
点
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

以
上
、﹃
草
集
﹄
の
内
容
と
特
質
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
た
。
同
じ
く
寛
文
年

間
に
、﹃
童
蒙
詩
式
﹄︵
以
下
﹃
童
蒙
﹄
と
略
称
︶
と
い
う
詩
作
法
書
も
現
れ
た
の

で
、
そ
の
特
質
を
分
析
し
つ
つ
、
両
者
の
間
に
ど
の
よ
う
な
時
代
的
な
特
徴
が
あ

る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
併
せ
て
考
察
す
る
。

三
、『
童
蒙
詩
式
』
考

―
そ
の
作
者
と
理
念

前
述
の
通
り
、
本
書
の
主
た
る
部
分
は
﹃
氷
川
詩
式
﹄
と
﹃
詩
体
明
辨
﹄
の
引

用
で
あ
る
こ
と
が
伊
藤
善
隆
氏
の
考
察
に
よ
り
示
さ
れ
た
が
、
作
者
に
関
し
て

は
、﹁
春
洞
︵
伝
未
詳
︶﹂
と
さ
れ
て
い
る
。

本
章
で
は
﹃
童
蒙
詩
式
﹄
の
作
者
を
考
察
す
る
ほ
か
、
本
書
の
特
徴
と
文
学
史

的
な
位
置
づ
け
に
つ
い
て
再
考
を
試
み
る
。
た
だ
し
、
現
時
点
で
筆
者
は
﹃
童

蒙
﹄
の
板
本
を
確
認
す
る
機
会
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
伊
藤
氏
に
よ
る
﹁
翻

刻
﹃
童
蒙
詩
式
﹄﹂
の
本
文
に
基
づ
い
て
考
察
を
進
め
る
。

（
１
）
福
井
慮
菴
と
慮
菴
春
洞

﹃
童
蒙
﹄
の
奥
付
に
は
﹁
予
、
宦
游
之
暇
、
撰
作
詩
式
十
二
條
。
名
曰
、
童
蒙

詩
式
矣
。
蓋
為
使
彫
虫
之
徒
、
可
以
言
也
／
于
時
寛
文
羅
御
姑
洗
望
日
／
平
安
後

学
慮
庵マ
マ

春
洞
謹
誌
﹂
と
あ
る
。
こ
の
﹁
慮
菴
春
洞
﹂
は
、
江
戸
初
期
の
医
者
・
福

井
慮
菴
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

﹃
童
蒙
﹄
の
﹁
一
平
仄
式
﹂
の
本
文
に
は
﹁
閲
甫
曰
、
日
本
所
伝
之
法
、
大

体
如
此
﹂
と
い
う
一
文
が
あ
る
。﹁
閲
甫
﹂
は
お
そ
ら
く
人
の
字
号
で
、
作
者
と

交
流
の
あ
っ
た
江
戸
初
期
の
人
物
と
推
定
で
き
る
。
江
戸
初
期
に
、﹁
閲
甫
﹂
の

字
号
を
持
つ
人
物
と
い
う
と
、
古
医
方
派
の
祖
と
さ
れ
る
名
古
屋
玄
医
が
い
る
。

名
古
屋
玄
医
は
は
寛
永
五
年
︵
一
六
二
八
︶
生
ま
れ
、
字
は
富
潤
ま
た
は
閲
甫
、

晩
年
自
ら
丹
水
子
と
号
し
た

d

。

花
輪
寿
彦
氏
に
指
摘
が
あ
る
通
り
、
名
古
屋
玄
医
は
﹃
金
匱
要
略
注
解
﹄
の
な

か
で
、﹁
吾
師
福
井
慮
菴
⋮
⋮
﹂
と
記
し
て
お
り
、
名
古
屋
玄
医
に
は
福
井
慮
菴

と
い
う
師
が
い
た
。
さ
ら
に
は
、
寛
文
十
二
年
刊
の
﹃
閲
甫
纂
言
方
考
﹄﹁
玄
医

方
考
序
﹂
に
は
、﹁
而
有
寿
徳
院
門
人
福
井
慮
菴
者
、
先
生
知
己
也
。
故
閲
所
其

伝
﹃
知
要
一
言
﹄、﹃
難
経
捷
径
﹄、﹃
随
身
良
法
﹄、﹃
玉
版
方
﹄
等
書
焉
︵
而
し
て



三
五

江
戸
初
期
の
漢
詩
作
法
書
と
詩
学
を
め
ぐ
っ
て
︵
劉
︶

寿
徳
院
の
門
人
福
井
慮
菴
な
る
者
有
り
、
先
生
の
知
己
な
り
。
故
に
其
の
伝
ふ
る

所
の
﹃
知
要
一
言
﹄、﹃
難
経
捷
径
﹄、﹃
随
身
良
法
﹄、﹃
玉
版
方
﹄
等
の
書
を
閲
す
︶﹂

と
あ
る
。
こ
の
﹁
寿
徳
院
﹂
は
、
織
豊
時
代
か
ら
江
戸
初
期
ま
で
生
き
た
医
者
、

曲
直
瀬
道
三
の
高
弟
・
曲
直
瀬
玄
由
で
あ
る

e

。

以
上
の
よ
う
に
、
玄
医
自
身
は
慮
菴
と
の
師
弟
関
係
を
示
唆
す
る
書
き
方
を
し

て
い
る
が
、
門
弟
は
両
者
を
﹁
知
己
﹂
と
い
う
対
等
の
関
係
と
記
し
て
い
る
。
玄

医
が
慮
菴
か
ら
多
く
の
学
問
的
支
援
を
得
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

右
の
資
料
の
限
り
で
は
、
福
井
慮
菴
と
慮
菴
春
洞
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
断
言

す
る
こ
と
は
な
お
で
き
な
い
が
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
鍵
が
次
の
資
料
に
あ

る
。
寛
文
初
版
﹃
菅
家
文
草
﹄
に
は
、
写
本
の
発
見
か
ら
上
梓
ま
で
の
経
緯
が
簡

略
に
記
さ
れ
た
跋
が
あ
り
、
落
款
に
﹁
寛
文
七
歳
次
丁
未
雙
六
月
日
洛
陽
後
学
慮

庵
福
春
洞
謹
跋
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。﹁
福
﹂
は
い
わ
ゆ
る
﹁
福
井
﹂
を
中
国
風

の
一
字
姓
に
改
め
た
可
能
性
が
高
い
の
で
、﹁
慮
庵
福
春
洞
﹂
は
福
井
慮
菴
そ
の

人
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
名
古
屋
玄
医
の
師
で
あ
る
医
者
の

﹁
福
井
慮
菴
﹂
と
、﹁
閲
甫
﹂
を
よ
く
知
る
﹃
童
蒙
﹄
の
作
者
﹁
慮
菴
春
洞
﹂
と
、

さ
ら
に
は
﹃
菅
家
文
草
﹄
跋
を
書
い
た
﹁
慮
庵
福
春
洞
﹂
は
同
一
人
物
で
あ
り
、

慮
菴
と
い
う
号
を
も
つ
福
井
春
洞
の
人
物
像
も
幾
ら
か
は
明
ら
か
に
な
る
。

当
時
の
医
者
に
と
っ
て
、
漢
文
は
当
然
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
学
問
で

あ
っ
た
。
特
に
曲
直
瀬
道
三
は
若
い
頃
か
ら
﹃
三
体
詩
﹄
と
黄
庭
堅
の
詩
文
を

習
っ
て
い
た

f

の
で
、
こ
れ
は
曲
直
瀬
一
流
の
医
学
講
義
に
よ
っ
て
普
及
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
ま
た
、
名
古
屋
玄
医
に
も
、
や
は
り
﹃
杜
律
諺
解
﹄
と
い
う
著
作
が

あ
っ
た
ら
し
い

g

。
医
師
で
あ
る
慮
菴
が
詩
学
に
心
を
ひ
か
れ
、
詩
集
の
蒐
集
と
詩

学
書
の
編
纂
に
従
事
し
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
当
時
の
医
師
の
学
問
環
境
を
考
慮

す
れ
ば
、
け
っ
し
て
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。

（
２
）  『
童
蒙
詩
式
』
と
明
代
詩
学
書
の
伝
来

―『
氷
川
詩
式
』
を
中
心
に

前
述
の
通
り
、﹃
童
蒙
﹄
は
主
に
﹃
氷
川
詩
式
﹄
を
基
礎
と
し
、﹃
詩
体
明
辨
﹄

に
よ
っ
て
補
足
し
た
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
書
以
外
の
書
か
ら
引
用
し
た

箇
所
を
な
お
指
摘
で
き
る
。

第
一
に
、﹁
一
平
仄
式
﹂
冒
頭
の
﹁
蔡
虚
斎
曰
⋮
⋮
﹂
の
一
節
は
﹃
四
書
蒙
引
﹄

h

巻
十
二
﹁
声
律
之
理
﹂
の
節
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
第
二
に
、﹁
十
二　

作
詩

式
総
論
﹂
の
﹁
馬
伯
庸
曰
、
四
方
偏
気
之
語
⋮
⋮
﹂
の
一
節
は
、
そ
も
そ
も
﹃
木

天
禁
語
﹄﹁
音
節
﹂
が
初
出
で
あ
る
が
、
明
代
の
詩
法
彙
纂
書
に
広
く
抄
録
さ
れ
、

本
文
の
異
同
も
流
布
の
間
に
生
じ
て
い
る
。
前
述
の
三
つ
の
系
統
の
﹃
木
天
禁
語
﹄

と
﹃
学
範
﹄﹃
氷
川
詩
式
﹄﹃
唐
詩
訓
解
﹄﹃
鍾
伯
敬
先
生
硃
評
詞
府
霊
蛇
﹄
の
当

該
節
を
比
較
す
る
と
、﹃
童
蒙
﹄
の
本
節
は
﹁
東
夷
西
戎
、
南
蛮
北
狄
﹂﹁
互
相
憎

悪
﹂﹁
皆
不
可
用
﹂﹁
四
方
之
人
、
皆
喜
レ
於
二
習
説
一
﹂
の
異
文
を
削
っ
た
﹃
唐
詩

訓
解
﹄
所
収
の
本
文
の
み
に
全
く
同
じ
で
あ
る
の
で
、﹃
唐
詩
訓
解
﹄
か
ら
の
引

用
に
違
い
な
い
。
第
三
に
、
同
じ
﹁
作
詩
式
総
論
﹂
の
﹁﹃
西
清
詩
話
﹄
載
少
陵

詩
云
、
作
詩
用
事
要
如
釈
語
⋮
⋮
︵﹃
西
清
詩
話
﹄　

少
陵
の
詩
を
載
せ
て
云
く
、

作
詩
事
を
用
ゆ
る　

釈
語
の
如
き
を
要
す
︶﹂
と
﹁﹃
驪
唐
文
集
﹄
危マ

マ積
︵
稹
︶
逢

吉
曰
、
詩
不
可
強
作
︵
危
稹
逢
吉
曰
く
、
詩
を
強
ひ
て
作
る
べ
か
ら
ず
︶﹂
の
二

条
は
、
明
代
の
詩
法
彙
纂
書
に
は
見
出
せ
な
い
も
の
の
、
何
れ
も
﹃
詩
人
玉
屑
﹄

に
見
え
る
。
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詩
学
を
め
ぐ
っ
て
︵
劉
︶

﹃
童
蒙
﹄
に
は
、﹃
詩
人
玉
屑
﹄
と
﹃
唐
詩
訓
解
﹄
が
一
部
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、

な
ぜ
そ
れ
ら
を
中
心
に
全
書
を
構
成
す
る
の
で
は
な
く
、﹃
氷
川
詩
式
﹄
と
﹃
詩

体
明
辨
﹄
の
両
書
を
主
に
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
は
、﹃
童
蒙
﹄
全

書
の
大
半
を
占
め
る
﹁
二
絶
句
式
﹂
か
ら
﹁
九
奇
格
式
﹂
ま
で
の
部
分
は
、﹃
氷

川
詩
式
﹄
の
﹁
定
体
﹂
部
分
、
則
ち
巻
一
と
巻
二
に
相
当
す
る
。﹃
童
蒙
﹄
で
は
、

﹃
氷
川
詩
式
﹄
に
は
存
在
せ
ず
﹃
詩
体
明
辨
﹄
に
の
み
あ
る
﹁
和
韻
﹂
の
解
説
を

補
っ
て
﹁
五
和
韻
式
﹂
を
作
り
、
ま
た
﹃
氷
川
詩
式
﹄
の
引
用
で
あ
る
﹁
八

聯
句
式
并
集
句
﹂、﹁
九
奇
格
式
﹂
に
、﹃
詩
体
明
辨
﹄
か
ら
幾
つ
か
の
解
説
を
引

用
し
増
補
し
て
い
る
。
な
ぜ
﹃
詩
体
明
辨
﹄
に
よ
る
増
補
が
す
べ
て
﹃
氷
川
詩
式
﹄

﹁
定
体
﹂
に
相
当
す
る
部
分
に
集
中
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

両
書
が
示
す
新
し
さ
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

﹃
氷
川
詩
式
﹄﹁
定
体
﹂
は
詩
体
に
よ
っ
て
分
類
し
、
各
体
の
下
に
序
題
と
例
句

を
掲
げ
る
体
裁
で
、﹃
詩
体
明
辨
﹄
と
同
じ
く
、
弁
体
の
総
集
と
い
う
性
格
を
帯

び
て
い
る
。
弁
体
類
の
総
集
は
、
明
・
呉
訥
の
﹃
文
章
辨
体
﹄
や
明
・
徐
師
曽
﹃
文

体
明
辨
﹄
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
体
裁
は
、﹃
詩
人
玉
屑
﹄
や
元
代
の

詩
法
彙
纂
書
に
比
べ
る
と
、
よ
り
体
系
的
で
あ
り
、
整
然
と
し
て
い
る
。﹃
氷
川

詩
式
﹄
と
﹃
詩
体
明
辨
﹄
と
に
は
、
体
裁
・
体
系
の
類
似
性
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

簡
単
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
そ
ら
く
慮
菴
は
、
両
者
の
構
造
上
の

類
似
性
を
発
見
し
、﹃
詩
体
明
辨
﹄
に
よ
っ
て
﹃
氷
川
詩
式
﹄
を
補
う
こ
と
を
試

み
た
の
で
あ
ろ
う
。

﹃
氷
川
詩
式
﹄
に
は
、
嘉
靖
二
十
八
年
︵
一
五
四
九
︶
刻
本
、
隆
慶
四
年
︵
一
五
七

○
︶
刻
本
と
万
暦
三
十
七
年
︵
一
六
○
九
︶
刻
本
が
あ
る

i

。
嘉
靖
二
十
八
年
刻
本

は
、
作
者
梁
橋
の
弟
梁
相
が
対
校
し
、
友
人
の
張
渙
が
序
を
記
し
た
が
、
当
時

大
き
な
反
響
が
な
か
っ
た

j

。
し
か
し
、
梁
橋
の
甥
の
梁
夢
竜
は
、
嘉
靖
三
十
二

年
︵
一
五
五
三
︶
に
進
士
に
及
第
し
、
隆
慶
四
年
に
巡
撫
と
し
て
山
東
に
赴
任
し

た
際
、
伯
父
の
願
望
を
実
現
す
る
た
め
に
、
中
州
の
宗
室
で
当
時
著
名
な
刻
書
家

朱
睦
㮮
に
本
書
の
刊
行

k

を
依
頼
し
、
さ
ら
に
進
士
王
舟
等
の
六
人
に
対
校
を
依

頼
し
、
官
員
の
査
志
立
、
潘
允
端
と
宗
室
の
朱
観
熰
に
後
序
を
求
め
た
ほ
か
、
梁

夢
竜
本
人
も
末
尾
に
題
辞
を
記
し
た
。
梁
夢
竜
の
社
会
的
地
位
と
周
到
な
出
版
計

画
、
実
行
力
と
に
よ
り
、
隆
慶
本
﹃
氷
川
詩
式
﹄
は
、
校
勘
な
ら
び
に
刻
字
が
当

時
の
関
連
書
の
水
準
を
遥
か
に
超
え
て
優
れ
て
い
た
た
め
、
当
時
の
人
士
の
信
頼

を
集
め
、
世
に
広
く
流
布
し
た
。
万
暦
の
初
め
、
張
居
正
が
内
閣
を
主
宰
し
、
門

生
で
あ
っ
た
梁
夢
竜
も
、
す
ぐ
薊
遼
総
督
の
要
職
に
就
い
た

l

。
そ
の
影
響
力
も

あ
っ
て
隆
慶
四
年
の
後
に
も
、
続
々
と
印
刷
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

﹃
四
庫
提
要
﹄
は
﹃
氷
川
詩
式
﹄
を
存
目
に
置
き
、
そ
の
﹁
旧
説
を
雑
録
﹂
し
、

﹁
参
す
る
に
臆
見
を
以
て
﹂
し
た
点
と
﹁
増
す
に
杜
撰
の
体
を
以
て
﹂
し
た
点
と

を
厳
し
く
批
判
し
た

m

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
清
朝
の
四
庫
館
臣
の
立
場
に
基
づ

く
評
価
に
過
ぎ
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
高
級
士
大
夫
が
主
体
的
に
出
版
し
た
﹃
氷

川
詩
式
﹄
は
、
江
戸
初
期
に
舶
来
さ
れ
た
時
に
も
、
か
な
り
権
威
の
あ
る
本
と
し

て
日
本
人
の
注
目
を
集
め
た
で
あ
ろ
う
。
隆
慶
本
を
底
本
に
し
た
和
刻
本
﹃
氷
川

詩
式
﹄
も
当
時
の
詩
壇
に
高
く
尊
重
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

古
代
よ
り
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
不
整
合
な
体
系
を
持
つ
﹃
大
体
﹄
と
、
駁
雑

な
様
相
を
呈
す
る
﹃
詩
人
玉
屑
﹄
等
の
詩
学
書
は
、
作
詩
の
階
梯
を
分
か
り
や
す

く
明
示
的
に
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
雑
駁
な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
た
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め
、
初
学
者
に
と
っ
て
決
し
て
利
用
し
や
す
い
書
物
で
は
な
か
っ
た
。﹃
氷
川
詩

式
﹄
の
朱
観
熰
後
序
は
、
多
分
に
梁
夢
竜
へ
の
世
辞
と
い
う
性
格
を
帯
び
る
と
は

い
え
、﹁
自
鍾
参
軍
﹃
詩
品
﹄
之
後
、
詩
法
・
詩
格
・
詩
談
諸
書
各
樹
門
戸
。
而
﹃
玉

屑
﹄
稍
備
、
亦
漫
無
統
紀
︵
鍾
参
軍
が
﹃
詩
品
﹄
の
後
よ
り
、
詩
法
・
詩
格
・
詩

談
の
諸
書　
各
お
の
門
戸
を
樹
つ
。
而
し
て
﹃
玉
屑
﹄
稍
や
備
は
る
も
、
亦
た
漫

に
し
て
統
紀
無
し
︶﹂
と
、
こ
の
書
の
体
系
性
を
称
賛
し
て
い
る
。
こ
の
称
賛
は
、

お
そ
ら
く
江
戸
初
期
の
、
漢
詩
創
作
に
勤
し
む
人
士
の
賛
同
を
勝
ち
得
た
に
相
違

な
い
。

た
だ
し
、
和
刻
本
の
﹃
氷
川
詩
式
﹄
自
体
は
十
巻
七
冊
な
る
も
の
で
、
漢
詩
創

作
の
初
心
者
に
と
っ
て
は
分
量
が
甚
だ
多
い
。
よ
っ
て
、
さ
ら
に
要
約
さ
れ
、
実

用
に
供
せ
ら
れ
る
も
の
が
望
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
伝
来
し
た
漢
籍
を

要
約
す
る
こ
と
に
は
、
八
十
四
巻
の
﹃
文
体
明
辨
﹄
か
ら
抄
出
し
た
二
巻
本
﹃
文

体
明
弁
粋
抄
﹄
の
前
例
が
あ
る

n

。
お
そ
ら
く
慮
菴
は
、
作
詩
人
口
の
拡
大
に
伴
う

書
物
需
要
の
変
化
を
鋭
く
察
知
で
き
、
同
じ
よ
う
な
編
纂
方
法
で
﹃
氷
川
詩
式
﹄

の
﹁
定
体
﹂
部
分
等
を
抜
き
出
し
て
一
冊
の
﹃
童
蒙
﹄
に
ま
と
め
て
刊
行
を
試
み

た
で
あ
ろ
う
。四

、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
的
漢
詩
作
法
書

江
戸
初
期
の
詩
風
は
ま
だ
五
山
の
影
響
が
大
き
い
、
と
い
う
通
説
が
あ
る
が
、

作
詩
の
基
礎
的
参
考
書
で
あ
る
漢
詩
作
法
書
が
、
中
世
か
ら
近
世
へ
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
研
究
成
果
に
乏
し
く
、
な
お
調
査
・
分
析
が
待
た

れ
る
課
題
が
多
い
。
本
稿
で
採
り
上
げ
た
﹃
草
集
﹄
と
﹃
童
蒙
﹄
の
二
書
は
、
荻

生
徂
徠
提
唱
の
古
文
辞
派
発
生
以
前
に
成
書
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
総
じ
て

中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
に
お
け
る
過
渡
期
的
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

﹃
草
集
﹄
は
古
代
か
ら
伝
来
し
た
﹃
大
体
﹄
の
伝
統
を
下
敷
き
に
す
る
と
は
い

え
、
前
述
の
通
り
、
中
世
の
禅
林
詩
学
の
影
響
を
受
け
、
さ
ら
に
は
江
戸
初
期
に

新
た
に
伝
来
し
た
﹃
唐
詩
訓
解
﹄
の
所
説
を
加
え
る
、
と
い
う
多
層
構
造
に
大
き

な
特
徴
が
あ
る
。

﹃
童
蒙
﹄
に
は
、﹃
詩
人
玉
屑
﹄
由
来
の
二
条
を
除
き
、
中
世
詩
学
の
要
素
は
含

ま
れ
な
い
が
、
そ
の
按
語
に
は
不
確
か
な
解
説
が
し
ば
し
ば
見
え
る
。
例
え
ば

﹁
十
一
詩
病
式
﹂
の
末
尾
に
、﹁
按
日
本
所
用
挿
越
格
、
氷
川
氏
未
論
之
。
疑
此

方
窃
為
之
格
歟
。
抑
有
所
拠
乎
︵
按
ず
る
に
日
本　
用
ふ
る
所
の
挿
越
格
、
氷
川

氏　
未
だ
之
を
論
ぜ
ず
。
疑
ふ
ら
く
は
此
の
方　
窃
か
に
之
を
格
と
為
す
か
。
抑
そ

も
拠
る
所
有
る
か
︶﹂
と
述
べ
、﹁
挿
越
格
﹂、
す
な
わ
ち
挟
は
さ
み

平ひ
ょ
う
の
信
憑
性
を
疑

が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
作
者
の
誤
解
で
あ
る
。
例
え
ば
延
宝
六
年

︵
一
六
七
八
︶
刊
﹃
詩
律
初
学
鈔
﹄
後
巻
の
﹁
七
言
絶
句
ニ
第
三
ノ
句
ニ
挟
声
ト

云
ア
リ
﹂
条
に
は
、
中
唐
・
厳
維
の
﹁
丹
陽
送
韋
参
軍
﹂
詩
と
中
唐
・
于
鵠
の
﹁
溪

南
書
斎
﹂
詩
を
引
い
て
挟
平
の
実
在
を
論
じ
て
お
り
、
延
宝
七
年
︵
一
六
七
九
︶

序
﹃
初
学
詩
法
﹄﹁
律
詩
絶
句
用
韻
法
第
五
﹂
条
に
お
い
て
も
、
挟
平
は
中
国
の

詩
法
書
に
は
明
記
さ
れ
な
い
も
の
の
歴
代
の
絶
句
律
詩
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る

事
実
を
指
摘
し
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
も
詳
細
に
解
釈
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
次
世
代
の
詩
作
法
書
に
比
べ
て
、﹃
童
蒙
﹄
は
他
の
詩
学
書
を
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
抄
録
す
る
こ
と
が
多
く
、
一
か
ら
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、

初
学
者
に
は
そ
も
そ
も
分
か
り
に
く
く
理
解
が
難
し
い
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。



三
八

江
戸
初
期
の
漢
詩
作
法
書
と
詩
学
を
め
ぐ
っ
て
︵
劉
︶

し
か
も
、
右
の
よ
う
に
誤
謬
を
含
む
場
合
も
あ
る
。
こ
の
点
は
、
中
世
の
禅
林
詩

学
の
伝
統
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
傾
向
を
内
包
し
つ
つ
も
、
新
た
に
伝
来
し
た
詩

学
を
取
り
入
れ
よ
う
に
も
な
お
も
不
完
全
な
形
で
し
か
対
応
で
き
な
か
っ
た
、
と

い
う
過
渡
期
的
な
性
格
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
多
重
構
造
の
保
守
性
を
残
し
た
ま
ま
の
﹃
草
集
﹄
と
、
医
師
と
い
う

非
専
門
の
詩
学
学
習
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
﹃
童
蒙
﹄
は
、
編
集
の
姿
勢
・
方
向

性
が
大
き
く
異
な
り
、
前
者
は
よ
り
多
く
保
守
性
を
内
包
し
、
後
者
は
よ
り
多
く

革
新
性
を
内
包
す
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
後
者
に
垣
間
見
え
る
革
新
性
も
後
続

の
類
似
書
と
比
較
す
る
と
、
明
代
詩
学
の
成
果
を
十
全
に
は
消
化
で
き
て
い
な
い

憾
み
が
遺
り
、
な
お
も
不
徹
底
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
両
書
の
内
実
は
好
対
照
と
も

い
え
る
が
、
い
ず
れ
も
江
戸
初
期
の
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
的
な
性
格
を

帯
び
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

延
宝
期
︵
一
六
七
三
～
八
○
︶
の
後
半
に
至
る
と
、
山
本
洞
雲
﹃
詩
律
初
学
鈔
﹄、

榊
原
篁
洲
﹃
詩
法
授
幼
抄
﹄
と
貝
原
益
軒
﹃
初
学
詩
法
﹄
と
い
う
三
書
が
相
次
い

で
刊
行
さ
れ
た
。
前
二
者
は
と
も
に
漢
文
訓
読
体
で
書
か
れ
、
し
か
も
三
者
は
す

べ
て
簡
単
な
抄
録
で
は
な
く
、
明
清
の
詩
法
彙
纂
書
を
中
心
と
し
て
、
よ
り
全
面

的
、
か
つ
ま
た
精
密
に
解
説
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
三
書
の
成
立
年
代
は
、
松
下

忠
氏
が
総
括
し
た
江
戸
詩
壇
の
時
期
区
分
、
い
わ
ゆ
る
延
宝
七
年
︵
一
六
七
九
︶

末
を
江
戸
詩
壇
の
第
一
・
二
期
の
境
界
線
と
し
た
四
分
論

o

に
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

こ
の
点
も
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
現
象
で
あ
る
。

お
わ
り
に
、
作
詩
層
の
拡
大
と
新
し
い
詩
学
書
の
舶
来
な
ら
び
に
受
容
が
進
む

に
つ
れ
、
延
宝
期
︵
一
六
七
三
～
八
○
︶
以
後
の
漢
詩
作
法
書
は
、
量
的
に
も
質

的
に
も
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
る
。
江
戸
中
期
に
入
り
、
荻
生
徂
徠
の
古
文
辞
学
派

が
盛
行
す
る
と
、
韻
律
を
め
ぐ
る
考
証
を
本
格
的
に
展
開
す
る
書
も
現
れ
て
、
漢

詩
作
法
書
に
も
ま
た
新
た
な
局
面
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
変
化
に
つ
い
て

は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

注1

　

 ﹃
童
蒙
詩
式
﹄
奥
付
に
﹁
于
時
寛
文
羅
御
姑
洗
望
日
﹂
と
あ
り
、﹁
姑
洗
望
日
﹂
は

三
月
十
五
日
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、﹁
羅
御
﹂
の
意
味
は
不
明
。
伊
藤
善
隆

氏
﹁
翻
刻
﹃
童
蒙
詩
式
﹄﹂︵﹃
初
期
林
家
林
門
の
文
学
﹄　

古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

二
〇
二
〇
年
三
月
、
三
四
一
―
三
七
〇
頁
︶
は
﹁
寛
文
羅
御
姑
は
寛
文
三
年
﹂
と
主

張
す
る
が
、
依
拠
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
は
具
体
の
刊
年
を
未
詳
と
す
る
。

　

2

　

 

上
野
洋
三
﹁
詩
の
流
行
と
俳
諧
﹂︵﹃
芭
蕉
論
﹄
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六
年
十
月
、

二
七
三
―
三
〇
二
頁
︶

　

3

　

 ﹁﹃
童
蒙
詩
式
﹄
考
―
近
世
前
期
の
漢
詩
作
法
書
一
斑
―
﹂︵
同
註
一
伊
藤
著
書
、

二
一
九
―
二
三
六
頁
︶

　

4

　

 ﹃
作
文
大
体
﹄
の
冒
頭
に
大
江
朝
綱
の
落
款
を
持
つ
序
文
が
あ
る
が
、
序
文
の
終

わ
り
の
ほ
う
に
﹁
号
曰
倭
注
切
韻
﹂
と
あ
る
の
で
、
元
は
﹃
倭
注
切
韻
﹄
と
い
う

書
の
序
か
も
し
れ
な
い
。

　

5

　

 ﹃
群
書
類
従
﹄
第
九
輯
、
巻
百
三
十
七
﹁
文
筆
部
﹂
十
六
︵
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
九
二
年
九
月
、
三
五
二
―
三
七
二
頁
︶

　

6

　

 

小
沢
正
夫
﹁﹃
作
文
大
体
﹄
の
基
礎
的
研
究
﹂︵﹃
愛
知
県
立
女
子
大
学
説
林
﹄
第

十
一
号
、
一
九
六
三
年
九
月
︶

　
7

　

 ﹃
群
書
類
従
﹄
の
底
本
が
代
表
す
る
本
文
系
統
を
指
す
。

　
8

　

 

有
木
大
輔
﹁
明
末
福
建
に
お
け
る
﹃
唐
詩
選
﹄
類
本
の
営
利
出
版
﹂︵﹃
唐
詩
選
版

本
研
究
﹄　

好
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
七
月
、
二
五
―
四
五
頁
︶

　

9
　

 
弥
吉
光
長
﹃
未
刊
史
料
に
よ
る
日
本
出
版
文
化　

第
四
巻
・
江
戸
出
版
史

―
文

芸
社
会
学
的
結
論
﹄︵
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
九
年
七
月
、
五
〇
六
頁
︶

　

0

　

 

劉
芳
亮
﹁﹃
唐
詩
選
﹄
在
日
本
的
流
行
及
其
原
因
再
論
﹂︵﹃
解
放
軍
外
国
語
学
院

学
報
﹄
第
三
十
四
巻
第
三
期
、
二
〇
一
一
年
五
月
、
一
二
〇
―
一
二
六
頁
︶



三
九

江
戸
初
期
の
漢
詩
作
法
書
と
詩
学
を
め
ぐ
っ
て
︵
劉
︶

　
!

　

 

張
健
﹃
元
代
詩
法
校
考
﹄︵
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
一
月
、
一
三
五
―

一
八
三
頁
︶

　

@
　

 
陳
広
宏
、
侯
栄
川
編
校
﹃
明
人
詩
話
要
籍
彙
編
﹄
詩
法
巻
一
︵
復
旦
大
学
出
版
社
、

二
〇
一
七
年
六
月　

一
四
九
七
―
一
五
七
九
頁
︶

　

#

　

 

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山
手
校
本
﹃
木
天
禁
語
﹄
と
東
京
藝
術
大
学
附

属
図
書
館
蔵
天
保
十
一
年
︵
一
八
四
〇
︶
翻
刻
本
﹃
木
天
禁
語　

附
載
詩
法
源
流
﹄

を
利
用
す
る
。

　

$

　

 

中
国
国
家
図
書
館
蔵
、
明
刊
﹃
詩
法
﹄
五
巻
本
。

　

%

　

 

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
、
五
冊
本
。

　

^

　

 

祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
写
本
と
堀
川
貴
司
氏
の
翻
刻
文
︵﹁
伝
策
彦
周
良
撰

﹃
詩
聯
諺
解
﹄﹂　
﹃
続
五
山
文
学
研
究　

資
料
と
論
考
﹄　

笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年

五
月
、
二
八
三
―
三
〇
四
頁
︶
を
利
用
す
る
。

　

&

　

 ﹃
詩
聯
諺
解
﹄
の
享
保
二
十
年
︵
一
七
三
五
︶
井
上
敬
治
元
奥
書
に
、﹁
此
書
一
冊

策
彦
之
撰
也
﹂
と
あ
る
﹂。

　

*

　

 

書
厨
子
は
本
箱
の
意
味
で
、
こ
こ
は
儒
家
経
典
を
読
む
だ
け
で
詩
賦
を
作
れ
な
い

人
の
た
と
え
で
あ
ろ
う
。

　

(

　

 ﹁
萬
里
﹃
臥
鴎
﹄
詩
曰
、
鴎
独
似
誰
謝
安
石
、
云
云
﹂︵﹃
詩
学
草
集
﹄﹁
詩
格
誌
大

体
事
﹂︶。﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
第
二
巻
﹁
臥
鴎
亭
﹂
詩
︵﹃
梅
花
無
尽
蔵
注
釈
﹄
第
一　

続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
三
年
三
月
、
六
四
七
頁
︶
に
は
、
当
句
が
﹁
鴎
一

似
誰
謝
安
石
﹂
と
あ
る
。

　

)

　

 ﹁
菩
提
樹
﹂
の
頌
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
写
本
﹃
月
泉
和
尚
偈
頌
﹄
に

収
録
さ
れ
る
。

　

a

　

 

張
伯
偉
﹃
全
唐
五
代
詩
格
彙
考
﹄︵
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
四
月
、

四
八
六
―
四
九
五
頁
︶

　

b

　

 

例
え
ば﹃
五
灯
会
元
﹄
巻
十
一﹁
葉
県
帰
省
禅
師
﹂
と
巻
十
九
﹁
開
福
道
寧
禅
師
﹂
条
。

　

c

　

 

同
註
五
。

　

d

　

 

花
輪
寿
彦
﹁
名
古
屋
玄
医
に
つ
い
て
﹂︵﹃
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
・
名
古
屋
玄
医
﹄　

名
著
出
版
、
一
九
八
四
年
五
月
、
七
―
八
四
頁
︶

　

e

　

 

西
村
義
明
﹁
寿
徳
院
玄
由
の
閲
歴
に
つ
い
て
﹂︵﹃
日
本
医
史
学
雑
誌
﹄
第
四
六
巻

第
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
、
一
一
九
―
一
五
三
頁
︶

　

f

　

 

町
泉
寿
郎
﹁
近
世
日
本
の
医
学
に
み
る
﹁
学
び
﹂
の
展
開
﹂﹃
日
本
漢
文
学
研
究
﹄

第
七
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
、
五
三
―
七
八
頁
︶

　

g

　

 

花
輪
氏
の
指
摘
に
よ
り
、
玄
医
の
弟
子
が
写
し
た
﹃
宜
春
全
書
﹄
に
は
﹃
杜
律
諺

解
﹄
一
書
が
収
録
さ
れ
た
が
、﹃
全
書
﹄
の
所
蔵
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本

文
は
未
確
認
。

　

h

　

 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
蔵
明
刊
本
﹃
四
書
蒙
引
﹄
に
よ
る
。

　

i

　

 

連
文
萍
﹁
以
詩
学
著
述
建
構
自
我
価
値

―
論
梁
橋
﹃
氷
川
詩
式
﹄
与
明
代
詩

学
面
相
﹂︵﹃
漢
学
研
究
﹄
第
二
十
二
巻
第
二
期
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
、
九
五
―

一
一
九
頁
︶
も
刊
行
の
経
緯
を
詳
し
く
整
理
し
た
。

　

j

　

 

隆
慶
本
﹃
氷
川
詩
式
﹄
の
査
立
志
後
序
に
﹁
已
而
大
中
丞
公
慮
刻
久
湮
没
﹂
と
﹁
詎

以
不
得
大
顕
於
世
、
為
先
生
扼
腕
也
哉
﹂
と
あ
る
。

　

k

　

 

明
代
諸
藩
の
刻
本
に
は
、
精
本
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
昌
彼
得
﹁
明

藩
刻
書
考
﹂︵﹃
版
本
目
録
学
論
叢
﹄　

学
海
出
版
社
、
一
九
七
七
年
八
月
、
三
九
―

一
〇
三
頁
︶
に
あ
る
。

　

l

　

 ﹃
明
史
﹄
巻
二
二
五
・
列
伝
第
一
一
三
﹁
梁
夢
竜
﹂
条
。

　

m

　

 ﹃
四
庫
全
書
総
目
﹄︵
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
六
月
、
一
八
〇
二
頁
︶

　

n

　

 

清
水
茂
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、
野
間
静
軒
︵
三
竹
︶
は
寛
永
十
九
年
︵
一
六
四
二
︶

に
木
活
字
で
﹃
文
体
明
弁
粋
抄
﹄
を
刊
行
し
た
が
、
整
版
の
出
刊
は
寛
文
元

年
︵
一
六
六
一
︶
で
あ
る
。﹃
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
﹄
第
五
巻
︵
岩
波
書
店
、

一
九
八
四
年
一
〇
月
、
三
七
八
頁
︶
を
参
照
。

　

o

　

 

松
下
忠
﹁
江
戸
時
代
詩
壇
の
時
期
区
分
と
詩
人
の
選
出
に
つ
い
て
﹂︵﹃
江
戸
時
代

の
詩
風
詩
論
―
明
・
清
の
詩
論
と
そ
の
摂
取
―
﹄　

明
治
書
院
、
一
九
六
九
年
三
月
、

六
―
二
二
頁
︶

付
記

　

本
稿
は
中
国
国
家
留
学
基
金
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
ご
教
示
・
ご
指

導
を
賜
っ
た
内
山
精
也
氏
、
堀
川
貴
司
氏
、
堀
誠
氏
、
高
橋
智
氏
、
そ
し
て
資
料
の
閲
覧

と
引
用
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
各
蔵
書
機
関
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。


